




要約 

第 3 回全国調査(s60.1.1-63.6.30)をもとに出生時体重と発症時体重が両者とも記載され

ているもので発症時日齢が14日以上60日未満を対象として乳児VK欠乏性出血症患児の体

重増加率を検討した。(n=146)全体の平均体重増加率は 28.6±11.9g/d(一 4.7～67,2g/d)

であった。特発性かつ母乳栄養群(n=105)で体重増加率 20g/d 以下は明らかに体重増加不良

といえるものは 16%(16/97)であった。したがってほとんどの症例では体重増加率から見る

限り乳汁の摂取状況は悪くはなかったと考えられる。本症の特発性・母乳栄養群では VK

予防投与がしてあり体重増加率から見る限り母乳も不足していなかったと考えられる。 


